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13世紀の東欧に生じた二つの政治的変動-　第4回十字軍によるラテン帝国の形成とモ

ンゴルによる東欧征服-は,黒海沿岸地方の交易関係の様相を一変させたc 1204年のコン

スタンチノープル陥落とラテン帝国の成立は,イタリア大商人がそれまでビザンツ帝国によ

って閉鎖されていた黒海岸一帯にめざましい勢いで進出する契機となった。 13世紀の前半に

は.まずラテン帝国の積極的協力者だったヴェネチア人がコンスタンチノープルでの主導権

とボスフォロス海峡の独占的航行権を獲得し,黒海沿岸各地,とくにクリミアへの進出をはた

す。だが1261年にニケーアのギリシャ人皇帝ミ-イル八世パレオロゴスがコンスタンチノー

プルを奪回すると,今度はその同盟者だったジェノヴァ人がヴェネチア人に代ってコンスタ

ンチノープルと黒海貿易の支配的地位を手中におさめるCO　コンスタンチノープルと黒海を

めぐるジェノヴァとヴェネチアの争いは,何度かの戦争を含めその後も長くつづくことにな

る(2)しかし黒海に関する限り,ジェノヴァの優位は1261年以降最後まで-つまりオス

マン・トルコによりイタリア人全体が黒海全域から駆逐されてしまう15世紀後半まで-ゆ

るかなかったのである。すでに13世紀後半には.クリミア半島とカフカース西海岸一帯にジ

ェノヴァ人の交易拠点が数多く出現することになる。

イタリア人の黒海進出とはぼ時を同じくし,彼らの活動舞台をととのえる条件ともなった

(1)1261年のニンファ条約はアレクシオス・コムネノス帝の金印勅書により1082年以来ヴェネチア人に与えられ

ていたレバントでの商業特権を,一転してジェノヴァ人の手に移す大きな意味をもったOジェノヴァ人は帝国内の鮒娼

税特権や黒海航行権のはか,コンスタンチノープル,サロニカ,小アジア西海岸,エーゲ海のレスボス,キオス,クレ

タ,エウポエアなどにK一留地を得たoコンスタンチノ-プルとレバントへのジェノヴァ人の進出については.E.q.

CKP)KHHCKaK,TeHy33工iblBKOHCTaHTHHOTrOjieblkb.一一BH3aHTH員cxH弟BpeMeHHHK
1,19叫7,ctp.215-234.またヴェネチア人の黒海進出に側してはcf.OHaxe,HctophhTaHbi/I叫-

15BB./.BKH.:Bap6apoHKOHTapHHHOPocchh,JI.,1971,cTp.29-6叫.参雌O

(V13I世紀末-14枇紀末の-ttt紀聞にジェノヴァとヴェネチアは4[ロ】戦争し,そのうち少なくとも2[口】はtに',&
海(例えばタナ支配)をめぐるものであった。14ftt紀のレバントをめぐるrAj薪の確執については,E.4.CKP3KHHC-
Kaa,口eTpapKaoreHy33uaxHaJleBaHTe.BB,2,1949,ctp.245-266.参眺



56　　松　木　栄　三

もう一つの政治的変動は,モンゴル人の征服活動のあと,黒海・カスピ海沿岸全域を拠点と
x a i一-

して成立した金帳汗国の支配である(3)金帳汗国のタタール人は11-13世紀にステップ

全域を支配していたトルコ系キプチャク人(ロシア名ポロヴェッツ人)とその北方ロシア平

原に住むロシア人の大部分を征服し,黒海・カスピ海沿岸からバルト海にいたる実に広大な

領域を支配下におさめた。それまで分立していた広い空間が同一の政治権力に服し,しばら

くは相対的に安定した政治状況が生みだされたことがイタリア商人に恰好の活動舞台を提供

することになる。しかも,ヴォルガ下流のサライに本拠を据えたタタール人は急速にカラコ

ルムとのつながりを失い,黒海・カスピ海沿岸地方に古くから形づくられていた交易関係や

文化的結びつきを受容していった。オルグーはクリミアや黒海北岸に集まる交易路と商業圏(こ

こでは古くからギリシャ人やアルメニア人が活躍していた)をキプチャク人から継受した(4)

ちょうどこの時期,コンスタンチノープルに足場をかためたイタリア人が相次いで黒海に令

って来る。タタール人は彼らの商業活動を許容し,沿岸都市の内部に居留地を与えたり海岸

の全く新しい土地を提供したりした。イタリア人はタタ-ル汗の宗主権を認め取引商品につ

いては3%の関税を支払う条件で,クリミア海岸やアゾフ沿岸,カフカ-ス西岸などに次々

と港湾や植民都市を建設する。こうして14世紀には,黒海沿岸全域にジェノヴァ,ヴェネチア,

ピサなどによる植民都市,港.城塞など交易上の根拠地が大小数十も出現することになる(5)。

これら植民都市のうち黒海商業史上最も重要な地位を占めたのは,クリミア東海岸のカッ

ファ(ロシア名フェオドシア)とソルダイア(ロシア名スロジ).それにアゾフ海のドン河口

にあったタナ(ロシア名アゾフ)とである。カッファは終始ジュノヴァ人が支配したのに対

し,ソルダイアではヴェネチア人の主導権がジェノヴァ人に奪われ,タナでは両者の力は伯

仲したがヴェネチア人の優位がなんとか維持された。なかでも≪クリミアのコンスタンチノ

ープル≫とまで呼ばれたカッファの繁栄と力とは群を抜いていた。ジェノヴァ人がクリミア東

岸の土地を買いカッファの建設に着手したのは1260年代のことであったが, 14世紀のなかば

には,それはすでに城壁と塔に囲まれた完全にヨ-ロッパ風の都市に成長していた。外交,

軍事.警察の幅広い権限を委ねられたカッファのコンスルには≪ガザリア帝国および全黒海

の最高コンスル≫の称号が与えられていた。都市の周辺にはかなり広いジェノヴァ人の支配

領地が形成されていたし,クリミア東南岸にならぶ一連の都市,チェンバロ,ソルダイア,

ケルソン(ロシア名コールスニ)なども次第にカッファの完全な支配下におかれるようにな

(3)ヴォルガ下流を本営とした金帳n-mがハトゥのもとで形を懲えるのはほば1242年ELlである,,オルダ-の成心こ

ついては　G. Vernadsky. The Mongo一s and Russia. New Haven-London, 1953. pp.138-232.;ヤクボフスキ-,

グレコフ共著(播磨樽吉訳)金帳汁国史,生前U.. 1942, p45-55,参照,,

(4) 13位紀前半のキプチャク(ポロヴェッツ)人支配トのクリミアと盟軸北Jrの商業については.A.J0.月Ky60-

BCKH員　PaccKa3　H6H-aJi-EH61イ　0　nOX0月e MajiOa3H員ckhx TypOIく　Ha Cy月aK, nojiOBueB

h pyccKHX b Ha^ajie lラB. /^epTBI H3　TOproBO員JKH3HlイnanOBeiサくhx cTeneH./ BB,

t.25, 1928, ctp.53-76.参臥
(5 i 14|lt*ilい二Ii;・'i　ノrYTl:1仙民地他Ll・り?り　・'l:4i) 'M.　イ蝣蝣蝣/Iけ土Hと,vi'j;-に:1>l 'JHI!rlrL !二t.い:-

佐日透Fモンゴル帝国と西洋」平凡社. pp. 165-166.,
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った。ケルチ海峡の両岸にはチェルコとマトリカ(ロシアの旧トムトロカニ)の城塞を建設

してアゾフ海への出入りを掌提し,タナに航行するヴェネチア人をいつでも封鎖できる態勢

をつくりだしていた。 14世紀のカッフ7は630膿もの海洋航行用船舶を保有し,それらは黒

海とアゾフ海のあらゆる航路を縦横に往来して多くの商品をはこんだ(6)むろんカッフ了に

はさまざまな外国商人も集まってきた。イタ・リア人以外でカッフ?に特に多かったのはアルメ

ニア人とギリシャ人で.彼らはそれぞれ市内に独自の教会と主教をもつ大きな住民集団をな

していた(7)。サライやアストラパンからはタタール商人も.北方からはドン.ヴォルガ水路

でロシア人も訪れたし,黒海西岸のドニエステル.ドナウ河畔からはブルガール人,ワラ阜

ア人,モルダヴィア人などもやってきた。カッファは文字通り黒海商業の中心となったので

ある。

カッファに代表される黒海岸都市のこのような股脹を生んだものは,いうまでもなく黒海貿

易であり,クリミアや黒海沿岸に四方から運ばれてくる東西の豊かな商品である。イタリア

人を黒海にひき寄せた第一の要素は,アラブ地域,ペルシャ,インド,中央アジァ,中国な

どからの東方商品である。十字軍のレバントからの敗退とともに紅海・シリア経由の東方交

易は衰え,アラブ地域,ペルシャ,インドの商品はアルメニアを-て黒海南東岸のトレビゾ

ンドに送られるようになったり,あるいはカスピ海からアストラ-ンやサライを経由してタ

ナ,カッファに集積するようになった。中国と中央アジアの商品もサライを経てタナやクリ

ミア諸都市に入ってきた。インドの香料(香辛料,薬剤,染料),貴金属と宝石.ペルシャ湾

の真珠とペルシャの織物,アラブ地域の武具や絹織物などはトレビゾンド,タナ,カッファ

に集まるイタリア商人の重要取引品目だった(8)ギリシャ大都市であるトレビゾンドにはジェ

ノヴァ人もヴェネチア人もそれぞれの居留地とコンスルを持っていたし(9)ジェノヴァ人は

イランのタブリズ,スルタニアなど黒海岸に送られる東方商品の集積地となっていたイル汁

国の内陸都市にまで入り込みコント-レを持っていた(10)。

しかし黒海商業の繁栄は決して東方の商品だけに由来するのではない。イタリア商人は西

欧や地中海から各種の毛織物,鍋,錫,ブドウ鳳　ガラス,紙,亜麻布,麻布などを黒海に

搬入した(11㌔　彼らがこれらの商品を対価として買い入れた商品のうちには,黒海貿易に固

(6) n.n.MejibryHOb, HTajiBHHCKHe Kynubi h Cro-BocTO<jHan ToprOBJM B 14-15　BB.

b kh.: OiepiくH rIO HCTOPHH pyCCKO前TOpr.OBJIH 9-18 BB. M., 1905, CTP. 126-133.

(7) 15柑紀後半にカッファで娘も多かったのはアルメニア人で全住民の3サの2をtliめ.次いでギリシャ人が多か

ったというo支配権を舶っていたジェノヴァ人は余り多くなく, 1475年のカッフT陥薪時に400家族だった。 M.H.

Thxomhpob, nyTH H3　PocclイH B BH3aHTfイK> B 14-15　BB., B KH.lHCTOpIイMecfくHe CBH3H

PoccI川　CO CJlaB月HCKHMH CTpaHaMH H Bj43aHTHe員　M., 1969, cTp.61.

(8) m梅に築まる東方商upの揮類やルートについては口.n.MejiBryHOB, yKa3. con., cip.喜刃I

l叫6. E.H.CKpjKHHCKa月　HctopI柑TaHbi, CTD.50づ2.参帆

(9) W. Hiller. Trebizond. The last Greek Empire. Amsterdam, pp. 33-39.

(io) n.∩.MeJibryHOb, y*くa3. com.,ctp.142-143.佐[]透,前貼乱pp. 170-172

(ll) E.y.CKPKHHCKaH, HcTOpH月TaHbi, CTp.51-52なお地中海とjft海の間の交Iit,占今般については

W.H.マクニ-ル(清水広1一郎訳) 『ヴェネツィア』君子披胡代選再　pp.66-72参附o
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有の一連の重要商品があったのである。それらは東方商品の比重を決して下まわるものでは

なかっただけでなく,交易圏の生活と歴史により本質的な影響を与えたものでもあった。そ

れは第1に,穀物.負,イクラ,木綿など黒海周辺での産物,第2に,ステップやカフカ-

ズから運ばれて来る男女の奴隷,第3に,毛皮,ろう,蜜,皮革など北方のロシアから来る

商品である。穀物はカッファやタナだけでなく,ドニエストル河畔のモンカストロ(ロシア

名ベルゴロド),ドナウ河口のヰリア,ブルガリアのヴァルナなどからも盛んに積みだされ,

コンスタンチノープル,ジェノヴァ,ヴェネチアに送られた(12)ドンやヴォルガの河口,黒

海やカスピ海でとれる豊富な魚やイクラは塩づけにされ,地中海だけでなくあらゆる方向に

輸出されたO　しかし14-15世紀の全期間を通じて黒海貿易めもっとも特徴的商品で,また

イタリア商人に最大級の利益をもたらしたものは奴隷である。カツフ7やタナで船積みされ,

≪マムルーク≫としてエジプトのスルタンに,あるいは地中海各地の奴隷需要者に売られる

カフカ-ス人,ロシア^,タタ-ル人などは年々数千人に達したといわれる(13) 14-1-5世

紀の黒海沿岸は, 16世紀以後の西アフリカの役割を果していたことになる。

この時期の黒海商業にどれだけの比重を占めたか定量するのは不可能だとしても,ロシア

と黒海との結びつきも決して無視できないものだった。イタリア人が黒海で活躍を続けた2

世紀のあいだ,ロシアの毛皮やろうは常に黒海からの重要な搬出商品であった。そのことは

バンザ商人がバルト海に搬出したロシア商品のうちでも, 14-15世紀を通じてずっと毛皮

とろうの比重が圧倒的だったことと符合している(14)また反対に,黒海のイタリア商人や

彼らのもたらす地中海と西方の諸商品がロシアの,とりわけモスクワの商業史や文化史に与

えた彪轡も大きい。 14世紀にはモスクワ商人が黒海に往来しただけでなく,イタリア商人

もモスクワに来ていた痕跡がある。 14-15世紀のモスクワには,黒海経由で入ってくる西

方や東方の商品を取扱う特権的な貿易商人層が形成されたほどである。中世モスクワ史の研

究者であるチホミロフは, 14-15世紀のモスクワにとって最も重要な国際的交易関係は黒

海岸都市とのそれだったと書いている(15)。

(12) n.n.MejibryHOB, yKa3. cO1., CTP.1ラ6-1ラ7.

(13)黒海からの奴隷の搬出数はむろん正確には判らない。メリグノフはグルジアのメグレル人だけでも毎年12,000

人もが運びだされていたという情報を紹介して,これは過大だといっている。 15世紀後半のカッファでは最高3,000人

の奴隷が数えられたというo奴隷は一度に何百人もの単位で搬出されることも稀ではなかったらしい。 1444年にクリミ

アからクレタに向うヴェネチア船(ガレ-商船か?)は95人の奴隷を運んでいたが,途中キオス島の港でジェノヴァ人

に襲われ奴隷を奪われるという事件が起きている1427年には.タナから運搬されてきた奴隷が一度に400人もイスト

リアに上陸した記録がある　E.^.CKpXHHCKa月　HctoPHH TaHH, CTp.56.

(14) A.JI.XopolflKeBH^, ToproBJi月: BeJiHKorO HoBrOp〇月a C口PH6ajlTHKO員　h 3anaflHOfi

EBpOIIO員B l斗-15 bb., M., 1963　ctp.337.チホミロフは, 14-15世紀のノヴゴロドとモスクワは

それぞれ北の-ンザ商人と南のイタリア商人に今く同様な商品(毛皮やろう)を輸出していたと指摘しているo

M.H.Thxomhpob, Cpe耶eBeKOBaa MoCKBa B 14-15 BB., M., 1957, CTp.136.

(15) M.H.ThxOMHpOb, CpeflHe王3eIく0王〕a月MocKBa, ctp.128-129.
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Ⅱ

黒海のイタリア植民都市のうちモスクワ側の記録にもっともはっきりした痕跡を残してい

るのは,不思議なことにカッフ7ではなくその南東に隣接していたソルダイア(スダク),当

時のロシア名でスロジである。スロジはカッファより早く,すでに14世紀の初めからモスク

ワの年代記に言及されるだけではない。 14世紀のモスクワでは一般に黒海との交易に従事す

る貿易商が≪スロジャネ≫の名で呼ばれるが,この語は本来≪スロジの住民≫を意味してお

り,これらの商人がスロジと深いかかわりをもっていたことを示唆している(16)事実, 14

世紀の年代記に記録されているスロジャネの名前や揮名を分析した研究者は,その大部分は純

粋にロシア的なものだが一部はギリシャ人やラテン系(イタリア人)の氏名に起源をもつと

している(17)彼らが≪スロジャネ≫の名で呼ばれるのは,彼らがスロジに居留地をもちそ

こで生活する時間も多かったからというよりは,その発生史的な起源がモスクワに来て定着

帰化した本来のスロジ住民,つまりギリシャ人やイタリア人であったからではなかろうかo
ゴスチ

スロジャネはモスクワでも最上層の特権的商人であり,大商人と呼ばれる商人身分を代表し

ていた。 14世紀の年代記は何らかの必要でモスクワの商工業住民を列挙するとき,必ず筆頭
スーコンニク

に記すのがスロジャネやラゾヤ商人(黒海貿易での毛織物を扱う商人)なのである(18)ス

ロジャネが黒海との間を往復するのに一番よく利用したのはドン河である.彼らがドン河を

下り最初に目にする海はアゾフ海だったが, 14世紀にはこれを実に≪スロジの海≫と呼んで

いたのである(19)ドン河口のタナ(アゾフ)で河舟をおり,海洋船に乗りかえてスロジ海

を横断し,ケルチ海峡を抜けて黒海にでる。クリミア海岸には40ヶ所にものぼるイタリアの

植民地や港があったが,モスクワ商人は最大の繁栄をはこるカッファの沖を通過し隣りのス

ロジ港に入港したことになる。スロジがロシアの歴史から完全に姿を消した16-17世紀に
VMzMKi

おいてさえ,ロシアでは南方からの輸入品だった絹,毛織物,木綿などの高級布地を≪スロ
WSXl

ジ物≫と呼び,モスクワの赤の広場にあったマーケットでは,これら輸入高級布地を売るア
スロフスキー・9ヤート

ーケードを≪スロジもの売場≫と呼んでいた(20)ロシア人が都市スロジを忘れ去ってしま

ったあとも,彼らの言語のなかにスロジの記憶は根づよく残ったのである。

(16)モスクワのスロジャネに関してはスィロエチコフスキ-の優れた研究がある　B.E.CupoeqKOBCfCH員,

roc�"-CypoXaHe, M.-JI., 19ラ5.

(17) B.r.Bacmn>eBCKn崩　HotopimecKHe cBefleHH月　O Cypoace. b kh.:Tpyflbi B.T.

BacHJibeBCiくOr・0, 3　nr., 1915, ctp.20ラ　B.H.CtipOeqKOBCKH員　yKa3. coi., ctp.

2叫;H.E.3a6eiilイH, HCTOpun rOpofla MocKBhl, M., 1902, CTP.86-87.ザベリンはスロジャネ

の中にはロシア人に湿ってイタリア人がいたことを指摘したのに対し,ヴァシリエフスキーは年代記中のスロジャネたち

の名前からロシア人とギリシャ人だけを区別しているo　スィロエチコフスキーはスロジャネの氏名中にロシア人,ギリ

シャ人のはか一人のラテン系起源のものを認めているニ

(is)ncpji, t.ll. cTp.73, 77.

(19)nCPJI, t.IO, ctp.182ロシア人はこの海を14性紀には((スロジ海)と呼んだが, 15t朋己になると

Q:カッファ海)と変りさらに後には(:アゾフ海かとなる。チホミロフは,この名称変化がロシア人にとって嬢も看要だっ

た黒海交易都市の時代的変化を示すとしている　M.H.ThxOMHPOB, IlyTlイH3 POCCHH, CTp.67.
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このようにみてくると,モスクワではスロジが黒海交易の相手として最もよく知られた都

市だった時代が明らかに存在している。それは多分13世紀から14世紀後半までの時期であ

る。だがこの時代のモスクワはなぜスロジとの問で特に密接な結びつきをもったのだろうか?

この疑問を充分解明することはできないが,いくつかの根拠を推定することはできる。

第1の要因は,スロジが古くからギリシャ人の多い町であり,トレビゾンドやシノペやコンス

タンチノープルなどビザンツ圏との結びつきも強かったことである。 13世紀にイタリア人が入っ

て来る前の黒海商業の主導権を担っていたのはギリシャ人であり,クリミアにおけるその根

拠地となっていたのがスロジやケルソン(コルスニ)だった(21)トレビゾンド帝国の宗主権

下にあった時期はむろんのこと,ステップのトルコ人(-ザールやキプチャク)の政治的支

配権を承認している時代にも,ギリシャ人はこの町の住民の主要部分を占め交易と政治の実

際上の権限を掌捜していた。アラブ人の記録によれば, 13世紀のなかば,つまり2回のタタ

-ル侵入をうけたあともこの町の住民の半数以上はキリスト教徒(ギリシャ人とアルメニア

人)であった(22) 11世紀以後スロジにはギリシャ正教の大主教座がおかれ, 13世紀後半に

は府主教座に昇格したほどである(23)これはコンスタンチノープルとの密接な関係をはっ

きり証明している。 13世紀80年代以降ヴェネチアの植民都市になったあとも,イタリア人はビ

ザンツ帝国との関係からしても黒海岸のギリシャ人に相当の独立性と自治権を認めざるを得

ず(24)ギリシャ人はスロジ住民のなかでなお強い勢力を保っていたと思われる。ギリシャ正

教徒であり,宗教,文化,・政治のあらゆる側面でビザンツと強い結びっきをもっていたロシ

ア人にとって,ララン人の主導権で建設されたカッファよりもビザンツ的伝統の強いスロジ

の方がずっと好ましい環境を提供したことは明らかである。モスクワのスロジとの貿易は,

イタリア人との敢引である前にギI)シIt,人との交易であった可能性が強い。その点からすれ

ばモスクワのスロジャネの中にギリシャ人が見られることに何の不思議もない。ロシアと黒

海イタリア植民地との結びっきは,ロシア-ビザンツ関係の延長上に生まれたという側面を

もつのである。

モスクワをスロジに結びっけた第2の要因は,モスクワとの関係が成立する以前からこの

町にはロシア各地との交易関係があり,市内にはおそらくロシア人の居留地も存在していた

こと,また反対にスロジ商人もロシア(特に西南ロシア)に往来していたことである。 13世

紀20年代のセルジュク・トルコ艦隊によるスロジへの遠征について記したあるアラブ人の記

録によれば,スロジにはギリシャ人のはか,アラン人,アルメニア人,キプチャク人, -ザ

ール人にまじってロシア人も住んでいた(25)また同年代のセルジュク・トルコの-年代記

(20) ToJIKOBBIH CJIOBapb WHBOrO BejIHKOpycc*くOr〇月3hiKa B.Ran月, T.斗　cue.-M. ,

191h, ct6.6叫1,642.

(21) B.r.BacHjibeBCKHH, yKa3. coi., ctp.168-169.

(22) TaM we, CTp.178.

(23) TaM )ice, CTp.164, 189.

(24) TaM xe, CTp.188.
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は,スUジをキプチ+,ク人およびロシア人と同盟を結んだ独J_都Iffとして記録しているとい

う(.26)スロジにロシア商人かいたことについては西方からの旅行者もM;-Vしている。つ　フラ

ンシスコ会修道十のルブ′レクは教>'¥イノセント州Itの親書を携え,金帳オルダーのr,r子サル

タクを訪問すべく.聖地からコンスタンチノープルを経山して1253年にスロジに上降してい

る、彼は,スロジが思海をへだてたシノペの町の対j封こあり,北のロシアからも小アジアの

トルコからもあらゆる商人たちが集まってくること,そしてある商人はテン,リスその他の高

価な毛皮,別の商人は綿布,紙,絹織物,杏料などをこの町にはこび込むと記録している(27)

13世紀の半ば頃,スロジは明らかにロシア商人が東方や西方の商品とひきかえに毛皮を取引

した都市だったのである。反対にスロジの商人がロシアに往来していた証拠も年代記のなか

に残っている。イパチュフスキー年代記の1288年,ヴォルイ二俣ウラジミル・ヴァシリコヴ

ィチが病死したときのウラジミル市の住民の悲嘆が次のように叙述される。 「かくて彼の死を

男も女も子供もすべてのウラジミル市民が嘆き,同じく〔ウラジミル市にいた〕ドイツ人も,

スロジ人も,ノヴゴロド人も,またユダヤ人もエルサレムが陥落しバビロンに捕えられた時

の如くに嘆き悲しんだ」(28)ガリ-チのウラジミル市にいた≪スロジ人≫がギリシャ人かイタ

リア人かの判別はできないが,ロシア各地に往来していたスロジ商人の一部であることは疑

う余地がない。以上のように,モンゴル侵入以降13世紀の後半にも,ロシア商人とスロジ商

人の相互の往来は着実に続いていたのであり,このことが14世紀にモスクワニスロジ間の交

易関係を生む有利な前提条件になったことは容易に想像がつく。スロジに既存のロシア人居

留地(たとえ東北ロシア人のそれでないとしても(29)や伝統的な取弓I関係があったとすれば,

新来のモスクワ商人がロシアとのつながりのまだ薄いカッファよりもスロジを選んだのは当

然の成り行きだったといえよう。

最後にもう一点,モスクワをスロジに結びっけた第3の要因として,最初の約一世紀問こ

の町で優位を占めたのはジェノヴァ人ではなくヴェネチア人だったことを考慮する必要があ

るOヴ,ネチア商人のスロジヘの定着化はすでにラテン帝国時代に始まり(30) 1287年には

そのクリミア植民地総督ともいうべき≪全ガザリア・コンスル≫がスロジに配置されること

(25) A.K).flKy6oBCKH崩, yIくa3. cOi., CTp.65.

(26) B.r.BacHJibeBCKHH, yKa3. cO　・>ctp.175-

(27) TaM ace, ctp.179-180.

(28) nCFJI, T.2, CTp.仙
(29)スィロエチコフスキ-は,この時期に黒海に来ているロシア人は主に南西ロシアのロシア人であって東北蝪->

アの人々ではないと指摘する　B.E.Cbipoe^KOBCKHH, y王くa3. cO^., ctp.16.

(30)マルコ・ポーロの伯父の一人マルコは,すでにラテン帝国時代にスロジに家を所有していて二人の子供を住ま

わせ,自分はコンスタンチノープルに住んで商売をしていたという。マルコ・ポ-ロの父ともう一一人の伯父(ニコロと

マッテオ兄弟)が1260年にスロジに上陸しているのも多分その点と関係しているo　兄弟の有名な中国への大旅行の

出発点はこのスロジだったのであるo伯父マルコの遺言状(1280年)は.スロジに所有する家を二人の子供が一生涯

使ったあと同都市に住むフランシスコ会修道士に寄進するよう遺言している　B.r.BaclイJIbeBCKH員, yKas.

ccra., ctp.180-181.
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で-一心の^>*与-*-**-　同相こりりミ-・'のtnL己愉V,¥ヽ∴蝣'蝣サ蝣　蝣'r"---. *.、上し:、LLf-い:i　-W激化す

る_,カッファのジェノヴァ人はあらゆる手段でヴェネチア人の活動を封Lt込めようとし,ヴ

ェネチア人もジェノヴァ人に対しスロジでCO3I]以上の滞在禁止,スロジでの-yjto取引.

カッファへの商品の積出し禁止などの対抗手段をつきつける＼31㌦　モスクワの商人が始y)て

スロジに姿をあらわすのは,このようfitスロジ-カッファ間の激しい争いが展開している頃

だったと思われるO　ジェノヴァとヴェネチアの争いは13-15世紀の黒海商業史を貫く一本

の≪赤い糸≫であって,いかなる商人もこの争いの完全な部外者のまま黒海貿易に加わるこ

とはできなかったといえる。ロシア人も例外ではない。新参者のモスクワ商人もスロジを拠

点とする限り,ヴェネチア人を支持する以外に道はなかったであろうJ　しかしヴfネチア人

との結合はモスクワにと--て結果的に好ましい選択だったことが判明するO　ジェノヴァ人は

一般に交易と市場の独占に性急で,以前からこの地の商業に支配的地位を占めていたギリシ

ャ人やアルメニア人に対し干渉的ないし抑圧的な政策をとる傾向があったからである(32)。

さらにカッファのジェノヴァ人は黒海およびその後背地での商業独占権を確保するために積

極的に金帳オルダ-の権力に取り入り,いきおい政治的にもタタール人に協力ないし適合す

ることが多くなった。だが14世紀を通じて次第に勢力を増しロシアの新しい中心に成長しつ

つあったモスクワにとって,金帳オルダーはその支配からの脱却をこそE]標とする究極の敵

であった。そのオルダーに力を貸すジェノヴァ人がモスクワにとって好ましい商人であるは

ずはない。 1380年,モスクワ侯ドミトリーがロシアに対するモンゴル支配の成立以来始めて

軍事的にタタール軍を破った歴史的な戦尚においても,カッファのジェノヴァ人はタタール

汗ママイと条約を結びその軍勢の一翼を担ったのである(33)敗走したママイは同盟者である

ジェノヴァ人にかくまわれカッファに逃げ込むが,金帳オルダー内の権力交替を読んだジェ

ノヴァ人の裏切りで殺される(34)このような政策をとるジェノヴァ人にモスクワ商人が結び

つきにくいのは当然である。スロジの支配権がジェノヴァ人の手に移ったのは1365年のこと

であり(35)これ以後になってはじめてモスクワはスロジに執着する必然性を失ってゆく。モ

(3D TaM ace, ctp.186.

(32)例えばカッ77のアルメニア人やギリシャ人はそれぞれ独自の主教と教会をもっていたが・ジェノヴァ人はし

ばしは彼らの主教選出に介入した。また15世紀のフィレンツ1公会議の教会合間後にはカッ77のアルメニア人とギリ

シ十人にその教会合同を強要して迫害さえしたとされるOその結果カッフ'のギリシャ人教会は合同を受け入れているo

M.H.ThxOMHPOB, ElyTH H3 PoCcHHj CTp.62, 61.

(33) 1380年にカッフTはママイとの間で条約を結び,`ママイの軍事行動によって一時的に奪われていたスロジ周辺

の農村部分(スロジには18の付属行政地区=集落が所属していた)をジL/ヴァ人の手にとりもどしている。多分この

協定とひきかえにママイはロシア-の遠征にカッファのジェ/ヴァ人やアルメニア人が参加することを要求したのであ

ろう。ロシアのいくつかの年代記はママイ軍にイタリア人やアルメニア人が加わっていたことを伝えている。 B.r.

BacmibeBCfく如, yna3. Ov., ctp.197-198; ncpji, t.23　ctp.12*4-125,t.20, ctp.

200.

(34)ママイは少数の部下と大量の財宝だけをもってカッファに逃げ込むが,ヴェルナドスキーはこの財貨で新たに

ここで兵を雇いうるものと波が期待していたのだとしている　G. Vernadsky., op. cit., p. 263.

(35) B.r.BacHJiseBCKH員, yIくa3. cO4. , ctp.197.
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スクリU)年代.i一己U)スりジャネやスUジについての一言己録が14　柏山こtli'いし, 15tit紀には今く

消えてしまうのもその間の!州庁を反映している。こうしてみると,モスクワが思海を介して

14|l柏山こ接触したイタリア人(フリャジ)は主にヴェネチア人だ-'たと推定できる。すでに

モスクワ人傑イワン・カリクー(1325-41)はマト7ェイ・フリャジンなるイクリ人にt皮

の蝣¥LWであるベルミのtl.地を息与し,孫のドミトリー侯(1350-89)はマトフェイの甥のア

ンドレイ・フリャジンに同じ健利を安堵している(二一6)O彼らはクリミアに毛皮を送りたすため

にモスクワに定着した商人だったにちがいない。ドミトリ-人傑はママイ軍と戦うとき10人

のスロジャネをモスクワ軍にr司行させたが,その【I)に1人のイタリア系のスロジャネがまじ

っていた(37)先のマッフェオやアンドレも多分スロジャネだったであろうし,したがってま

たヴェネチア人だったと考えるべきであろう。

Ⅲ

14 - 15世紀を通じて黒海沿岸が不断に供給しつづけた≪商品≫の一つに奴隷があったこ

とは周知のことである。黒海から地中海各地に積みだされた奴隷の人種は,タタ-ル人,カ

フカ-ス人,ロシア人,ブルか)7人,ギリシャ人.ブラフ(ワラキア)人,モンゴル人な

ど実にさまざまであった。奴隷の供給は戦争や略奪など不規則な要因に左右されたし政治情

勢の変化にも影響を受けたから,その人種上の構成もたえず変動していたと思われる。しか

し14- 15世紀を全体としてみるならば,黒海貿易が供給した奴隷の人種上の構成比はタタ

-ル大カフカース大ロシア人の三つが最も大きかったといえるだろう(38)むろん奴隷の

集配地として最大の機能を果したのは,他の商品の場合と同様ジェノヴァ人のカッファとヴ

ェネチア人のタナとである。奴隷貿易ではヴェネチア人も決してジェノヴァ人にひけは取ら

なかった。他方.奴隷の買手は地中海の東端から西端までの各地にいたが,なかでもエジプ

トは男子奴隷の大量的需要地であった0 13世紀中頃に成立したマムルーク朝のスルタンや有

力武将たちは競って大量の白人少年奴隷を購入し,マムルークと呼ばれる兵士に養成して自

分の軍事的藩扉としたからである。しかもマムルークの一部は上昇して部将やスルタンの地

位に就き自分の故郷から大量の奴隷を買い入れて兵士にするということを繰り返したから,

ェジプトの奴隷需要はたえず再生産され尽きることがなかった(39)スルタンたちのハレム

(36) TpaMOTbi BejiHKorO HobtOpO月a h nc王くOBa, M.-JI., 19H9,汁.87, ctp.14ラー1叫・.

(37) B.E.CbipoeMKOBCIくHH, YKS3. COv., ctp.24-26.

(38)イタリア人の公証人が残した奴隷関係文書(売買や解放)を利用し.黒海から地中海各地に運搬された奴隷た

ちの人種,性別.年齢.価格,数量などにつき豊富なデータを示してくれるが,ベルギーの歴史家ウェルリンデンの労

作C. Verlinden. L'esclavage dans日加rope m昌di昌va】e.T.2. Italie, Colonies italiennes du Levant, Levant

latain. Empire byzantin. Gent, 1977.であるoこの著によれば.ジェノヴTやヴェネチアで取引された奴隷の大部分

は黒海からの奴隷で.しかもそのうちタタール人.カフカ-ス人.ロシア人のものか数量的に故も多いのである。ジェ

/ヴr (pp. 427-549)とヴェネチア(pp. 550-709)の毒を参照O

(39)大原与一郎Fェジプト・マムル-ク王朝』 (近藤出版社) pp. 3-7, 219-232.
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には無論,マムルークの妻妾も購入奴隷によって供給されたので,女奴隷の数も決して少なく

はなかった。イタリア人,とりわけマムルーク朝で最も優遇されていたヴェネチア人はエ-

ゲ海諸島やクレタの植民地を中継地に利用しつつ,盛んに黒海奴隷をアレクサンドリアに運

んだのである(40)とはいえ奴隷需要者はエジプトやトルコなどのイスラム世界だけだった

のではない。イタリアの諸都市には無論のこと,イベリア半島やフランス,ビザンツ,東地

中海のラテン植民地域などキリスト教世界にも多数の奴隷がイタリア人の手で運ばれた。た

だエジプトのスルタンと違って.西方の買手が主として求めたのは家内奴隷や妾に使う若い

女奴隷であったUl)都市貴族や富裕な商人の多くはみなこのような家内奴隷をかかえる習

慣をもっていたからU2)その総需要は決して東方に劣るものではなかったのである。

黒海奴隷の最大の源泉は,金帳オルダーの政治支配に服しラテン人やロシア人からタター

ル(タルタル)人と呼ばれていたステップやヴォルガ沿岸のトルコ系の遊牧民と定住民で

ある(43)ァストラ-ン付近のモンゴル系タタール人も奴隷として売られたが,割合は少な

かったようだ。エジプトの初期奴隷王朝(バハリー・マムルーク朝)では主としてトルコ系

のマムルークが好んで利用されていたから, 13世紀後半から14世紀末までの時期にはキプ

チ+ク人などトルコ系タタール人奴隷のエジプトへの輸出は相当な規模に達したと思われる.

イル汗国を敵とする金帳汗国とマムルーク朝との政治的同盟も,両国間の奴隷貿易を一層促

進した(44)ェジプトに限らずイタリアやラテン植民地に搬出される黒海奴隷のなかでも,

114世紀にはタタール人の比重が非常に大きかったハ　ヴ1ネチアがレヴァント貿易の最大中継

基地として利用したクレタ島の例をみてみよう。ここのカンディ了でヴェネチア人の-公証

人が1381 -83年の3年間に作成した408通の奴隷売買文書に記録されている奴隷の人種構

成をみると, 406人のうち93人22%がタタール人であり,しかも黒海からの奴隷約130人

のうちに占める比重は7割を越えている(45)。ヴェネチアやジェノヴァ本国でも14世紀のタタ

ール人奴隷は非常に多く,ある研究によると1394-98年にジェノヴァで売買された紋隷の

(40)ヴェネチア人だけは特別にアレクサンドリアに2軒の商館を持ち最大の居留民をかかえ,ヴェネチア植民地だ

ったクレタ鳥人のための商館も別に設けられていた。ジェノヴT.ピサ,フィレンツェ,バレルモ,マルセイユfj:どほ

とんどの地中海商業都市の商館もあったが,つねに通商貿易第一位を占めたのがヴェネチアだったという。同上書

pp. 282-289.

(41)前記ウェルリンデンの研究によると,西方に運ばれた奴隷は人種と時期により多少の差はあるものの,概して

7-9割は女性である0 14仕紀後半の30年ほどの問にフィレンツェで取引された黒海奴隷を例にとると,タタ-ル人

は9296,ギリシT人は9396.ロシア人は92%が女性であるoこれほど極端でないにしても,女性が5割をわること

はほとんどないといってよいO

(42)清水贋一郎『中世イタリア商人の世界』 (平凡社) pp. 95-101.

(43)タタールとはもともとモンゴル人を桔していたが,ロシアやヨーロッパに攻め込んだモンゴル部隊にはトルコ

系遊牧民の方が多かったことから,ロシア人はトルコ系人種をタタ-ル人と呼ぶようになる0 14坦紀にはロシアの年代

記はポロヴェッツ人(キプチャク人)さえタタ-ルと呼ぶことになる。黒海にきたイタリア人たちの(tタルタル))人概

念もロシア人とそれほど大きな隔りはなかったと思われるo　タナのヴェネチア人公証人の中には,稀にモンゴル人とタ

タール人を区別するものもいた　C. Verlinden. op. cit., pp. 570-573.

(44)アレクサンドリアには金帳オルダーのモンゴル人商館もあり,モンゴル人は支配領域下でとらえたキプチャク

人やロシア人を大量に運んだといわれる。佐口透O　前掲書　pp. 126-129.
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63%がタタール人であったU6)しかし15世紀になるとタタ-ル人奴隷の比重はどこでも相

当に低下している。ジェノヴァ本国に入ったタタール人奴隷の比率は14世紀末の63%から,

15世紀第--4半期のA¥%,第二4半期の20%弱と急激に落ち込んでいる(47)この現象の原因

としては,第1に,タタール人奴隷の最大の集積地だったタナが1395年のチムールの攻撃で

完全に破壊されたこと(48)第2に, 15世紀の始めに金帳オルダー(エジゲイ汗)が支配下の

タタール人に対しその子供の外国人への売却を禁止したこと,をあげることができる(49)

黒海奴隷の第二の供給源はチェルケス(シルカシア)人,アブ-ジア人,アラン人,メグ

レル人などのカフカ-ス山地人である。これらカフカース諸種族のうち最も需要が大きくま

た供給量も多かったのは,グルジアの山岳地帯に住んでいたチェルケス人である(50)チェル

ケス人の青年は勇敢で騎馬に長じ,しかも容姿も非常に端正であったことから特にエジプト

のマムル-クとして大量に買取られた。エジプトでは13世紀末からトルコ系マムルークとな

らんで次第にチェルケス人奴隷兵士が増大し, 1382年以後は代々のスルタンや高位高官がみ

なチェルケス人マムルークの出身者で占められるようになる。いわゆるチェルケス・マムル

ーク朝の成立である(51)ィタリア人が黒海から運んだ奴隷たちの手で実にエジプトの歴史

が書きかえられたのである。他方チュルケス娘の美しさもとりわけ評判が高く,西でも東で

も引く手あまたであった。 15世紀前半にヴェネチアで取引された年令20歳の女性の価格を

比較してみると,チェルケス人女性の値段はロシア人,タタール人より平均10ドゥカトスも

高くなっている(52)西方に搬出された奴隷のなかでも, 15世紀になるとタタール人の比重

低下に伴ってカフカース奴隷が多くなる.先に引用した研究によるとジェノヴァ本国では15

(45) C. Verlinden. op. cit., p. 870.この3年間にクレタで取引された奴隷の出身地をみると,大別して黒海か

らのものとバルカン-ビザンツ領起鯨のものがある。序に406名の人種構成を示すと,タタ-ル93 (22SO,　ロシア

16　d96),チェルケス15 (35*0,アランi (0.2:　モンゴル1 (0.230　以上は完全な黒海系奴隷で合計28.496。

ブルガリア127 (31540,ギJ)シャ119 (2930,アル′ヾニア15 (3<*0,セルビア6 (1.439,ワラキア6(1.4ォ),

-ンガリー1 (0.2#)以上がバルカン-ギリシャ系で合計66*.はかにサラセン人3とトルコ人3計1.4*がいる。

約三分の一が黒海奴隷だが.黒海からはギリシャ人,ブルガリア人.ワラキア人奴隷も運ばれているからバルカン=ギ

リシャ系に算入したもののうち何%かは黒海奴隷の方にまわして計算せねばならない。

(46) C. Verlinden. op. cit., pp. 475-476.さらに時期をさかのぼって1374-1379年の間の45人の奴隷売買では

実に45人中43人がタタール人であるo

(47) Ibid., p. 484.

(48)チムールはタナ・アストラ-ン,サライという密接に結びついているアゾ7-カスピ海沿岸の通商路の全体系

を破壊したから・奴隷に限らずアゾフ-サライ経由の交易は著しい打撃をうけた。タナは15世紀に再建されるものの,

遂に14世紀の水準を回復することはなかったoタナの交易史はそれゆえ1395年で区分し前後二期にして語られている。

E.H.CKpXHHCKa月　HctopH月　TaHH, ctp.50.

(49) G. Vernadsky. op. cit., p. 283.

(50)現在ではロシア共和国内のチェルケス-カラチャイ自治州及びアドウイゲ自治州に住むカフカ-ス西北部のカフ

カース系人種である。

(51)大原輿一郎,前掲書　p. 63, 219. 1382年以後16位紀初めまで続くブルジー・マムル-ク朝では, 2人の

例外(ギリシァ人)をのぞいてすべてのスルタンがチェルケス人出身者で占められ,それゆえチェルケス・マムルーク

朝とも呼ばれる。

(52) C. Verlinden. op. cit., pp. 600 , 616 , 639.
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世紀前半に,チェルケス人とアブ-ジア人の奴隷取引が占める割合は全体の36-　　　に達

し,チェルケス人だけで2-3割を占めたのである(53)このチェルケス人の故郷,奴隷商

品の≪エルドラド≫であるカフカ-スに最も深く食い込んでいたのはジェノヴァ人であった。

黒海とアゾフ海の東岸にいくつもの拠点をつくっただけでなく,クバニ河に沿ってカフカー

スの奥地に進んで一連の城塞を川沿いに築いている。彼らはそれらの拠点を足場に銀山の採

掘や交易品(ろう,蜜)の集収にも従事したが,何よりも奴隷の入手に手を尽したのである。

チェルケス人など山地住民には古くから子供(特に娘)を売る慣習があったこと,また山地

一帯では多くの種族が敵対しあい捕虜を戦利品として奪いあう関係が存在していたこともイ

タリア人の奴隷獲得を容易にした(54)ヵフカ-スのジェノヴァ人はおそらく,後代のポル

トガル人やスペイン人がギニア海岸で使ったようなあらゆる手段を馬区使して奴隷を得ていた

ものと想像していいだろう。

黒海奴隷の第3の人種上の供給源はロシア人である。ロシア人が14-15世紀にトルコ系諸

種族やチェルケス人のように大量にエジプトへ流入した痕跡はなく,ロシア人マムルークが

スルタンになった例も聞かない(55)しかし彼らも地中海のほとんどの場所に搬出されてい

たことは疑いなく,スペイン,フランス,イタリアの諸都市,ビザンツ帝国の各地とキオス,

クレタ,ロードスなどラテン植民地の記録にその足跡を残している。一般に西方に運ばれた;

ロシア人奴隷の大部分は若い女性であった1406-1455年にヴェネチア本国で作成された

177通のロシア人奴隷に関する公証人文書のうち, 157通89%が女奴隷, 20通11%だけが

男奴隷に係るもので,ロシア人女奴隷の対男女総奴隷構成比はタタール人の1196,チェルケス人

の84%よりさらに高い(56)年齢をみると女性は8-50歳に分布しているが11-20歳が40

;, n-30歳だと75%を占める。男子は10-40歳に分布するが10-16歳で72%を占め,

女奴隷より一層若い少年が大部分である。価格は男女間でそれほどの差はないが,女性の場

合は個人差も大きく最大3-4倍のひらきがみられる(57)女奴隷の価格はイタリアでは概

ねチェルケス人,ロシア人,タタ-ル人の順に評価されていたらしい。ロシア人奴隷の供給

量は14世紀には相対的に少い。タナの-公証人が1359-66年の7年間に作成した奴隷文書

の分析結果をみると,ここで買付けられヴェネチアに送られた249人の奴隷(タタール,ギ

リシャ,チェルケス,アブ-ジア,ミグレル,ブルガリア,ロシア人を含む)のうちロシア

人は6例2.4　にすぎない(68)前に引用したクレタ島1381-83年の例では, 406通のう

ち16通3%がロシア人奴隷に係るものだった(黒海からの奴隷に限定すると126適中の16通

(53) Ibid., pp. 484-487.

(54) n.∩.MeJibryHOb, yKa3. COV., CTP.1ラ7-1ラ9.

(55)スルタンになったロシア人はいないが,金帳汗国のジャニペク(1342-1357)統治時代にマムルークからアミ

-ルの地位に上昇したロシア人がいたという　G. Vernadsky.op. cit., p. 204.

(56) C. Verlinden. op. citリpp. 598 , 614 , 636.

(57) Ibid., pp. 638-641.

(58) E.^.CKpjKHHCKa月　HctopIイh TaHもi, CTP.5ラ　npnM.87.
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で12.'　になる)。 1289-90年にカッファで買付けられた奴隷でみると6.5.がロシア人

である(59) 1376年に一公証人の作成したジェノヴァでの奴隷取引文書62通のうちでは,た

った-通1.6:だけがロシア人奴隷のものであった(60)しかし15世紀に入ると,タタール

人奴隷の減少につれてロシア人の比重が大いに高くなる。ジェノヴァでの奴隷売買を扱った

ある研究によると, 15世紀第一4半期から第二4半期にかけてタタール人の全奴隷取引中の

比重が41%から20%に低下するのとちょうど反対に,ロシア人の比率は20%から41.5

に上昇している(61)ヴェネチアでの奴隷売買にも同様なロシア人の増加傾向が読みとれる。

1400-1450年の半世紀をとってみると, 14世紀にはE:く稀だったロシア人奴隷の取引がタ

タール人のそれを凌駕し,ロシア人,タタール人,チェルケス人の構成比は100:73:44と

いう割合をとっている(62) 15世紀はロシア人奴隷が主流を占めた世紀である。しかしこの

世紀の後半には,オスマントルコによるボスポロスの封鎖やカッファ占領に加え,イワン三

世治下のロシアの政治的・軍事的強化がタタール人によるロシア人の略奪を次第に困難にし,

黒海から西方に運ばれるロシア人奴隷は漸次減少の方向をたどる。ロシア人奴隷の黒海都市

への供給は,主としてロシア大集落を襲って捕虜を取るタタール人の大小の略奪活動によっ

て維持されていたからである
(63

Ⅳ

人間や商品を略奪して黒海に供給したのはタタール人だけではなく,実は北方のロシア人

もこれに一枚加わっている。 14世紀60年代から15世紀初めにかけて,ヴォルガ-カマ河の

水路を舞台にウシクイニクと呼ばれるノヴゴロドの武装略奪者集団が相接する(64)ゥシク

イニクとは≪ウシクイ≫と呼ばれる川船に分乗して船団を組み,ヴォルガ沿いの都市や商人

を略奪して廻った河川賊のことで,大部分は北部ロシアの都市国家ノヴゴロドの出身者から

(59) C. Verlinden. op. citH p. 460

(60) Ibid., p. 475.

(61)王bid., p. 485.

(62)この数字はヴェルリンデンが分析している公証人文書とそこで扱われている奴隷数を比にしたもので,実燦の

取引量ではむろんない。この比は1406-1455年にロシア177人分, 1401-1450年にタタール人129人.チェルケス人

78人が扱われていることから,ロシア人を100として割合をだしたものである　C. Verlinden. op. cit., pp. 598 ,

614, 637.

(63) A.JI.XopoIIIKeBH'J, PycChくOe rOCJTiapCTBO B ClイCTeMe Me和yHapoaHbix OTHOiaeH-

H員KOHua 15 -　Ha^ajia 16 b., M., 1980, ctp.ラ0.

(64)ウシクイニクがロシアの史料にあらわれるのは1360年で最後に言及されるのが1409年であるから,丁度50年

間にわたって盛んな動きをみせたことになる。モスクワ系年代記を中心に1360-1409年の半世紀間に合計13回彼らの

略奪行動のことを記録している.むろん年代記に記録されたのは目立ったものだけであるから,実際の活動はずっと多

かったと考えられる.ウシクイニク活動についての最もまとまった研究としては言B.H.BepHa,月CIくH員, noxoEhl

y班KYHHHKOb Ha BoJiry h KoMH. B KH.:HoBropOa h HoBr・OpOflCKan 3eMJi去b 15 BeKe

M.-JI., 1961, ctp.ラ6-51.がある。
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成っていた(65)ヴォルガやドンなどの大河川で軍隊や軸重の輸送に使われた最も一般的な

川船はナサートといい,深い舷側と高くもち上った船首尾をもつ大型の平底船だった。ウシ

クイは14世紀の文献に初出するものでナサートよりやや小型の,一般当り25-30人はどの

人問と輔垂を積む能力のある新型の椀船だったらしい(66)ゥシクイニク集団の規模はさまざ

まで,年代記の記録にある限りでも10膿200-300人から150腔4000-5000人までの大き

な振幅をみせており,数字の記録がない場合にはもっと小さな部隊だったと想像される。彼

らはドヴィナ地方を策源地としヴォルガ-カマ河上流で船団を組み中下流域に来襲する点で

共通するが.襲撃の対象や形態は部隊の規模に応じて多様であり,小船団で村や船を襲うこ

ともあれば大部隊で都市を占領し略奪することもある。ヴォルガ上流にはロシア人の都市や

村々が,中流にはヴォルガ・ブルガ-ル人(カザン・タタ-ル人)のそれが分布し(67)下流

はサライやアストラ-ンなどが金帳オルダーの政治的-経済的中心となって黒海沿岸と一体

をなしていた。ウシクイニクの活動範囲はこのヴォルガ・カマ水路の全域に及んでおり,そ

の略奪行動は沿岸に居住し或は水路を利用するすべての民族・人種に向けられていて,非ロ

シア人だけとかロシア人だけとかに限定されていない。ロシア人の都市ではコストロマやニ

ジニ・ノヴゴロド,ブルガール人の都市ではブルガルやジュコチンが幾度も占領や略奪をう

けている。水路を往来して交易する商人たちについても,当時ロシアの年代記が一般に≪ベ

セルメン≫ (広義にはイスラムー&,狭義にはヴォルガ・ブルガール人をさした,(68)と呼
S  T　*

んだイスラム商人だけでなく,モスクワ大侯支配下のロシア人貿易商たち(この中には例の

スロジャネたちもいたに違いない)も略奪をうけている。彼らの略奪行動がカマ・ヴヤトカ

河沿岸やヴォルガ上中流地帯で最も激しい形をとっていることは事実であるが.その行動範

囲が金帳オルダーの中心サライやアストラ-ンにまで及ぶことも決して稀ではなかった。例

(65)《ウシクイニクljという呼び方はヴォルガ沿岸のニース地方のもので,モスクワ系年代記はウシクイニクを
ヲズポイニキ

((強盗団)と言い替えたり両方を兼用したりするoノダゴロード年代記(第-)はウシクイニク,ウシタイの語を用いないD
Tフツイ　　　ila-」J.-?ラドウイ

ノヴゴロドではヴォルガ略奪にでかける人々のことを《若衆たち》とか《若者衆力とか呼んでいる。

(66) 13-15世紀のロシアの川船については. A.B.ApuhxOBCKH銃, CpencTBa nepenBHxeHH見. a

kh.:O^epKH pyccKO員KyjiBTypbi iラー15 bb.j H.I, K., 1969, ctp.307-ラlo.参臥

ウシクイの語はポモリア地方で白熊を意味し,白熊の頑を形どった船首をもっていたことからこの船の呼び名が生じた

という。同上　p. 310-311.

(67) 10-13世紀に(:ヴォルガ・プルガール)王国として繁栄したトルコ系の定住民で,モンゴル来襲以後サライ

の金帳オルダーに服属するがなお独自の生活圏を保持しつづけたO　ヴォルガ中流のカマ河付近に分布しプル*Lル市を

首都にした　15-16世鰍こははは同じ領域にカザン・タタ二ル汗国が形成され.それゆえカザン・タタ-ル人はヴォル

ガ・プルガール人と同一視されるが.これには異論もある。ヴォルガ・プルガールについては梅田良忠Fヴォルガ・プ

ルガール史の研究』弘文堂1959.参凧o

(68)ヴォルガ・プルガール人は10世紀頃から次第にイスラム教を受け入れていったために, 14-15世紀のロシア

史料は(ペセルメン)の語でプルガール人を示すことがしばしばあるo　チホミロフは14-15世紀のロシア年代記中に

みるペセルメンは(イスラム教徒)一般を意味する場合と特にプルガ-ル人を意味する場合があるのに対し, 16-17世

紀以後はもっぱらムスリム一般を示すようになったとしている　M.H.ThxOMHpOb, EecepMeHbi b pycckhx

HCTOIHHKaX. B Iくh. -.nccjieaOBaHH月　rIO OTe^ecTBeHHOMy hctO^HHKOBene托HID, M.-JI. ,

1964, ctp.50-57.
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えば1374年のウシクイニク部隊は90膿のウシクイでまずヴヤトカの町を由奪し次いでブル

ガル市を占領したが.そのあと2つの船団に分れ40腔はヴォルガ上流一帯を荒し廻り他の5白

腹はヴォルガを下って金帳汗国の首都サライにまで遠征している(69)

彼らの行動は具体的にどのようなものだったろうか。プロコフ及びスモリャニンという2

人のノヴゴロド人に率いられた1375年のウシクイニク部隊を例にとってみよう(70)。彼らは

70腔のウシクイを操る2000人の部隊でまずヴォルガ上流のコストロマを占領する。町から

出て迎え撃つ5000の防衛軍を挟撃して敗走させ,軍隊のいなくなった市内に入ってまる一

週間滞在し完全に略奪し尽す。彼らは奪ったすべての商品を船に載せようとするが積みきれ

ず.軽くて高価な品だけを選んで他は川に捨てたり焼いたりした。しかし最も重要な戦利品

である人間は捨てない。 「沢山のキリスト教徒の人々を,男-も女も子供も若者も娘も捕虜にし

て一緒に連れ去った」のである。次いで川を下りオカ河との合流地点にあるニジニ・ノヴゴ

ロド市に行き.ここでもベセルメンやキリスト教徒の商人から商品を奪い,人々を「妻や子

供とともに」捕虜にした。このあとカマ河沿岸を略奪し再びヴォルガを下ってブルガール人

の中心都市ブルガル市に入って「すべてのキリスト教徒の捕虜を売払った」。 -行はその後

もベセルメン商人の殺害やロシア商人の略奪を繰り返しながらさらに川を下り,オルグーの

中心サライやヴォルガ河口のアストラ-ン市に達する。しかし年代記はもう彼らがここで何

をしたか伝えてはいない。ただアストラ-ンでサルチェイ汗の甘言に乗せられてひとり残ら

ず殺されたうえ全商品が奪われたことだけが記され,キリスト教徒をベセルメンに売るよう

な≪強盗ども≫の当然の末路であると聖書を引用して年代記は話をしめくくっている。以上

から明らかなように,ウシクイニクの活動は純粋に略奪的な性格をもっている。略奪の対象

は第1にヴォルガ水路を往来する商人たちの交易商品や沿岸商業都市の財貨,第2にヴォル

カ・カマ水系一帯に住む住民(特にロシア人住民)の2つに中心がおかれていた。ウシクイ

ニクたちが前者,つまり商品や財貨をノヴゴロドに持ち帰ったのか,或はヴォルガ水路のど

こかで売却したのか明らかではない。ノヴゴロドは当時ロシア最大の国際的商業都市だった

のだから,彼らが自分の都市の市場をあてにして略奪を行った可能性も充分にある。だがも

う1つの略奪物≪人間商品≫の方はカスピ海-黒海沿岸の国際奴隷市場なしには捌き得ない

ものであった(71㌔ゥシクイニクは明らかにこの市場をあて込んで大量のロシア人住民を略

奪しているのであり.ブルガール人の都市で≪ベセルメン≫商人がそれを買い入れるのも黒

海のイタリア商人への転売を前提にしてのことである。ウシクイニクが敢て同国人たるロシ

ア人を主に捕えて売ったのは,ヴォルガ水路の政治的支配者であるオルグーとの関係上イス

(69) nCPJI, t.25, ctp.189.

(70)いくつもの年代記に伝えられているが,ここでは(プロコフの死について)というタイトルを付して叙述され

ている『モスクワ年代記集成』 (IICPJI, T.25, CTp.19ト192)でみておくことにする。

(71)カフカ-スから搬出された奴隷にはイタリア商人による黒海経由のものだけではなく,イスラム商人の手でペ

ルシャ・アラビア,デルベントなど東方諸国に直接むかうものも多かったのである　n.∩.MeJibryHOb, yna3.

coy., CTP.138.
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ラム教徒≪ベセルメソ≫の略奪には大きな危険が伴ったからであろう(72)黒海から運びだ

されたロシア人奴隷の起源をすべてタタール人による略奪だけに帰するわけに.はいかないの

である。

ウシクイニクという現象は全体として14世紀におけるヴォルガ商業の著しい復活を歴史的

前提にしている。キエフ時代にはロシアと東方諸国との基幹交易路であったヴォルガの商業

はモンゴル人による破壊で13世紀に二時衰退するが, 14世紀にはサライを含むカスピ海・黒海北

岸商業の隆盛とともに急速に回復する。実際, 14世紀は政治的にも経済的にも金帳汗国の

最盛期だった(73)ヴォルガ下流に建設された新サライはチムールによる破壊(1395年)ま

での約1世紀問,バグダットやダマスカスにも比肩される当時の第1級の国際都市として繁

栄した。東方諸国を8年遍歴して1333年にここを訪れたイブン-ハトゥ一夕はサライを世界

でも最も美しい町と呼び,その大き,さと般脹ぶりとを強調したくらいである。 19世紀以来

の発掘調査は彼の証言を裏づける大都市の姿を再現しており,ヤクポフスキーは人口20万以

上と推定している(74)ァラブ人の記録によれば.サライ市にはアラブ人ペルシャ^,シリ

ア人,イラク人,エジプト人,カフカ-ス人,ギリシャ人.それにイタリア人とロシア人の

商人がそれぞれ居留地をつくって住んでいた。この外国商人の民族構成が明示する如く,サ

ライは東方諸国と黒海都市との結節点であった。たしかにクリミア都市の盛況もサライの繁

栄も黒海岸-カスピ海北岸ルートの東西交易なしには考えられないが,またヴォルガ水路に

よるロシアとの交易を無視しては成り立ち得ないものであった。ヴォルガはロシアと東方と

の基本ルートであると同時に.ドン水路とならぶもう一本のロシア-黒海岸ルートでもあっ

た(75)東西で大きな需要のあったロシアの良質な毛皮はこの交易路によって東洋にも西洋

にも供給され,逆に東西の物品はサライの結節点を経て同じコースでロシアに送られた。当

然サライをはじめオルタ。-内の都市には相当数のロシア人商人が住み,それゆえサライ主教

区が特別に設けられていたはどである(76)ヴォルガ水路のブルガル市やカザンにもロシア人

が住み,反対に沿岸沿いのロシア都市ニジニ・ノヴゴロドにはタタール人,ブルガール人,

アルメニア人などの商人が進出してきていたO最近の考古学的研究によれば,金帳オルダー

(72)タタール人や一般にムスリムを奴隷として掠めたり売買したりすることは,カッフTやタナのイタリア人にと

?ても危険なことであったOオルダ-の報復措置として都市住民に害が加えられることがよくあったからであるQ

E.^.Ckpjk叩CK&H., HCTOPHfl TaHU, CTP.5^-55.
(73)一般にウズベク汗(1313-41 )の時代がオルダ-の最盛期とされる。彼の時代にベルケ汗によって受け入れら

れたイスラム教が最終的に定着したO新サティが首都に定められて国際都市として発展しただけでなく,ヴォルガ沿い

にウケク,ぺリジャメン,ギュリスタンなど一連の都市の成長がみられる。マムル-ク朝やビザンツとの外交関係にも

成功をおさめ,ロシア支配も比較的安定していたo Lかし14世紀後半には長い不安定な権力闘争と内乱の時期に入り,

1360年から1380年までの問に25人の汗が歳いあい交替したといわれるo ・このような金帳オルダー内の不安定な政治

状況が, v*>レガ水路を舞台としたウシクJfニクの跳梁を容易にした一つの条件だったことは否めないo

(74)ヤクポフスキー「金帳汗国首都サティの研究」播磨楢言訳F金帳汗国史』 (生活杜) p. 332.

(75) M.H.Th革?野POB, IlyTd~丘3~"pOcCHHj dtp.57-59; oh ie, Cpe月HeBeKOBa,云MocK-

Ba, CTP.lラl-1ララ:

(76) M.H.Thxomhpob, IlyTH H3　PocCHH, CTp.59.
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やカフカースや東洋諸国の諸商品は14世紀にはモスクワやトヴェリばかりでなく,ノヴゴ占

ドにまでヴォルガ経由で盛んに運ばれていたのである(77)ゥシクイニクの発生は14世紀の

こうしたヴォルガ交易の復活なしには考えられない。彼らがヴォルガを航行する商人たちの

略奪とヴォルガによって結ばれている市場-の略奪奴隷の供給を主要な≪仕事≫としていた

こと,この事実はウシクイニクとヴォルガ商業の結びつきをそのまま物語っている。ヴォル

ガ貿易の利益に最も有利に与り得る立場にいたロシア側の代表はモスクワだった。ノヴゴロ

ドはモスクワをバルト海貿易から排除していた代りに,ヴォルガによる東方貿易と黒海交易

から締めだされていた。ウシクイニクのヴォルガ進出は,この水路による交易の独占者に対

するノヴゴロドの挑戦であり,その果実の分前を要求する暴力的表現だったといえるだろ

う(78)

(77) E.A.Pbi6HHa, ApxeojiOrniecKne owepKH hotOpI川HOBrop0月CKO員. TOprOB甲10-

14 BB., M., 1978, CTP.19-52.

(78) 15位紀にアファナシー・ニキーチンという,ロシア人ではじめて旅行記を残した商人が現われる。北部ロシア

のトヴェリからヴォ,ルガとカスピ海経由でペルシャ・インド-の7年間に及ぶ大旅行をし,帰りはトレビゾンドから黒

海-クリミア経由でロシアにもどっているO 『三つの海(カスピ海,インド洋,黒海)の旅行記』と題される彼の記録

は, 14-15世紀のロシア=黒海沿岸交易の発展とその重要性を前提にしてはじめて理解されうる。最後にⅤ章を設けニ

キーチンの旅行記とその意味に触れて結びとするはずであったが,紙数がすでに大幅に超過しており,すわりの悪い結末

のまま終ることになった。他日を期したい。

く宅REsuM丘>・

THE BLACK SEA AND RUSSIA

IN THE 14TH AND 15TH CENTURIES

Eizo MATSUKI

The author discusses a few aspects of the commercial contacts between

Russia and Italian Black Sea settlements in the 14th and 15th centuries.

After describing the emergence and rapid growth of the colonial cities on
the coast of the Black Sea, like Caffa, Soldia, Tana, etc. in the second half

of the 13th century, he reveals that Muscovy in the 14th century had much

closer commercial connection with Soldia (Surozh in Russian) than with

other settlements, and points out three reasons why Moscow preferred Soldia

as her favorite trade partner. 1) Soldia had traditionally been one of the

Crimean trade centers where Greek merchants had played a dominating

role. 2) Throughout the 13th century, Russian merchants (especially of
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southwest Russia) traded their goods and kept their settlement in this city.

3) For the first century of the Italian colonization, the Venetians held a

dominant position in Soldia, not the Genoese, whose policies in the 】Black

Sea settlements were often unfavorable for Muscovy.

The author also considers the problems of the. slave trade in the Black
Sea. He directs attention to the fact that the slaves transferred from the

Black Sea in the 14th and 15th centuries were mainly composed of three

ethnic groups: Tartars, Caucasians and Russians. In the 15th century, he

points out that Russian slaves were the greatest in number of the three ethnic

groups, while in the 14th century they had been far exceeded by the Tarters,
who had been transferred to the East as well as to the West. Russian slaves

were transported to and sold at every place in the Mediterranean: in Egypt,

the Byzantine Empire, and the Latin colonies of Levant, Italy, France and

Spain.

Lastly, in connection with the source of the Russian slaves for the

Black Sea market, the author makes reference to the piracy of so called

Novgorodian ushkuinik on the shore of the Volga river∴He points out that

they plundered Russian towns, villages and all sorts of ships trading on the

Volga. Their booty was, first, goods and merchandise, and secondly,

Russian people. Most of the Russian captives were sold to the besermen

(Moslem or Volga Bulgarian) merchants, who supplied them to the Black

Sea slave-market. The auther also pays attention to the fact that the activity

ofんshkuinik was provoked in large degree by the recovery of the Volga

trade in the 14th century.


